


「フェアトレードタウン宣言」

年のホテル旅館業界の予測



多
様
性
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
表
現

コーポレートロゴを刷新ＪＴＢ
「
緩
や
か
に
持
ち
直
し
」

前
月
の
判
断
据
え
置
き


月
の
月
例
経
済
報
告

旅
館
、ホ
テ
ル
と
も
上
昇


月
の
第
３
次
産
業
活
動
指
数
経産省調査

 年 の
景気見通し

４
社
に
１
社「
悪
化
」

帝
国
デ
ー
タ

企
業
調
査

懸
念
は「
価
格
上
昇
」

「
周
年
企
業
」
万
社


年
建
設
、サ
ー
ビ
ス
で
半
数
帝国データ
調 査
「
観
光
業
窓
口
」を
設
置

日
本
公
庫

全
国
支
店
に

「
物
価
高
倒
産
」
件

帝
国
デ
ー
タ
調
査



月

５
ヵ
月
連
続
最
多
更
新

全
国
の
企
業
倒
産

７
ヵ
月
連
続
増
加

帝
国
デ
ー
タ
調
査
、
月

人
権
問
題
が
、
か
ま
び
す

し
い
。
ア
メ
リ
カ
の
黒
人
が

白
人
警
察
官
に
殺
さ
れ
て
以

来
、
人
種
差
別
の
デ
モ
が
全

米
中
で
広
が
っ
た
。そ
し
て
、

中
国
に
住
む
ウ
イ
グ
ル
人
や

モ
ン
ゴ
ル
人
の
同
化
政
策
は

虐
待
、
非
人
道
的
と
さ
れ
、

世
界
の
国
々
が
批
判
す
る
。

私
は
こ
の
少
数
民
族
の
住
む

地
を
旅
行
し
た
体
験
が
あ
る

が
、
漢
民
族
支
配
の
地
に
映

っ
た
の
は
確
か
だ
っ
た
。

人
道
主
義
の
問
題
が
エ
ス

カ
レ
ー
ト
、
ウ
イ
グ
ル
人
の

地
で
産
す
る
綿
を
用
い
た
製

品
の
輸
入
禁
止
策
ま
で
飛
び

出
し
、
日
本
の
有
力
企
業
も

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
て
い
る
。
強
制

的
に
労
働
さ
せ
ら
れ
て
い
る

と
し
て
、
非
買
運
動
化
し
つ

つ
あ
る
。
製
品
を
販
売
す
る

企
業
は
、
商
社
や
、
そ
の
下

請
け
を
使
っ
て
原
料
を
買
っ

て
い
る
た
め
、
人
道
問
題
に

直
面
す
る
と
は
驚
き
で
し
か

な
い
。

ア
メ
リ
カ
は
、
中
国
を
敵

視
す
る
道
具
と
し
て
経
済
問

題
か
ら
ゆ
さ
ぶ
り
を
か
け
て

い
る
印
象
を
受
け
る
。
世
界

の
工
場
と
表
現
さ
れ
る
中

国
、
つ
い
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ア
メ

リ
カ
に
肉
薄
し
て
く
る
と
、

さ
す
が
の
大
国
も
慌
て
る
。

ウ
イ
グ
ル
人
等
の
強
制
労
働

に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
綿
花
、

そ
の
加
工
を
経
て
綿
製
品
を

日
本
の
有
力
企
業
も
製
造
販

売
中
だ
。
今
後
は
、
安
価
だ

か
ら
と
い
う
価
格
問
題
で
は

な
く
、
販
売
ま
で
の
場
所
と

過
程
が
問
わ
れ
る
時
代
に
突

入
し
て
い
る
。

発
展
途
上
国
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
学
校
に
行
か
ず
に

農
業
等
に
従
事
し
て
い
る
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
学

校
教
育
を
受
け
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
の
に
も
行
か
せ
ず
、

労
働
を
強
い
る
。
で
、
先
進

国
で
は
、
そ
ん
な
途
上
国
の

品
、
産
品
を
輸
入
し
な
い
よ

う
に
す
る
運
動
が
、
じ
わ
り

じ
わ
り
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

世
界
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
機
関

（
Ｗ
Ｆ
Ｔ
Ｏ
）
や
国
際
フ
ェ

ア
ト
レ
ー
ド
機
構
（
Ｆ
Ｉ
）

が
認
証
し
、
国
際
認
証
を
受

け
た
商
品
を
「
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
商
品
」
と
し
て
ラ
ベ
ル

を
付
け
て
輸
出
し
て
い
る

が
、
こ
の
運
動
は
欧
米
で
理

解
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

公
正
な
取
引
、
無
計
画
に

農
薬
を
使
わ
な
い
農
産
品
、

強
制
労
働
で
な
し
に
正
規
の

労
働
、
男
女
差
別
な
し
、
安

全
で
健
康
的
な
労
働
条
件
、

環
境
に
配
慮
す
る
、
事
業
の

透
明
性
を
保
つ
、
生
産
者
に

公
正
な
対
価
を
支
払
う
、
と

い
っ
た
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の


基
準
を
満
た
し
た
製
品
が

ラ
ベ
ル
を
獲
得
し
て
輸
出
で

き
る
仕
組
み
だ
。
社
会
的
に

弱
い
立
場
の
小
規
模
生
産
者

で
あ
っ
て
も
、

の
基
準
を

守
れ
ば
経
済
的
に
自
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
途

上
国
の
人
た
ち
に
先
進
国
の

考
え
方
を
伝
え
、
実
践
さ
せ

る
方
策
で
も
あ
ろ
う
。
諸
外

国
で
売
れ
る
物
を
作
る
条
件

を
教
え
込
む
こ
と
が
、
途
上

国
の
近
代
化
に
つ
な
が
る
。

日
本
で
も
、
自
治
体
が

「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン

宣
言
」
を
行
い
、
こ
の
理
念

に
共
鳴
し
た
市
民
や
事
業
者

た
ち
が
、
こ
の
普
及
の
た
め

に
努
力
さ
れ
て
い
る
。
世
界

の
平
和
と
発
展
、
友
好
等
に

貢
献
す
る
た
め
、
一
つ
の
啓

蒙
運
動
と
し
て
深
く
浸
透
す

る
可
能
性
を
は
ら
む
。
既
に

全
国
各
地
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
専
門
店
が
あ
り
、
ス
ー
パ

ー
や
店
々
で
も
販
売
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
２
０

１
１
年
に
熊
本
市
が
最
初
の

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ
ウ
ン
と

な
り
、
年
に
名
古
屋
市
、

年
に
神
奈
川
県
逗
子
市
、


年
に
浜
松
市
が
認
定
を
受
け

た
。
町
ぐ
る
み
で
途
上
国
を

巻
き
込
ん
で
、
国
際
社
会
に

貢
献
し
て
平
和
へ
と
進
む
。

全
国
の
自
治
体
が
、
市
民

団
体
、行
政
、学
校
、企
業
、

文
字
通
り
の
町
ぐ
る
み
で
フ

ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
推
進
し

て
、
「
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
タ

ウ
ン
」
（
Ｆ
Ｔ
Ｔ
）
に
な
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は

金
が
か
か
ら
な
い
に
加
え
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
に
も
役

立
つ
ば
か
り
か
国
際
性
を
学

ぶ
こ
と
に
も
な
る
。
ロ
ン
ド

ン
や
パ
リ
と
い
っ
た
大
都
市

も
認
定
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

途
上
国
の
小
さ
な
自
治
体
だ

っ
て
認
定
さ
れ
て
い
る
。

逗
子
市
の
「
フ
ェ
ア
ト
レ

ー
ド
タ
ウ
ン
宣
言
」
を
読
ん

で
感
動
し
た
。
永
い
間
、

「
池
子
弾
薬
庫
」
の
米
軍
か

ら
の
返
還
闘
争
を
経
験
し
て

き
た
市
に
あ
っ
て
、
国
際
力

と
人
権
の
尊
重
に
資
す
る
運

動
に
敏
感
だ
と
い
う
印
象
を

受
け
る
。
単
に
地
域
社
会
だ

け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

世
界
の
一
員
と
し
て
主
体
的

に
行
動
す
る
市
民
主
権
の
独

自
の
考
え
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
進
歩
的
か
つ
高
邁

こ
う
ま
い

な
宣

言
文
は
、
全
国
の
ど
の
自
治

体
に
も
通
用
す
る
立
派
な
も

の
だ
。

自
治
体
一
つ
一
つ
が
、
逗

子
市
の
よ
う
な
考
え
を
持

ち
、
国
際
社
会
に
貢
献
す
れ

ば
、
世
界
の
人
々
の
暮
ら
し

や
社
会
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
私
た
ち
が
、
フ
ェ
ア

ト
レ
ー
ド
ラ
ベ
ル
の
付
い
た

商
品
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
人
権
と
平
和
を
守
れ
る

の
だ
。

前
号
で
は
２
０
２
２
年
の
振

り
返
り
を
行
っ
た
が
、
今
号
で

は
、
こ
れ
か
ら
の
ホ
テ
ル
旅
館

業
界
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

う
。
例
年
通
り
多
分
に
主
観
が

入
っ
た
内
容
で
は
あ
る
が
、
ご

容
赦
い
た
だ
き
た
い
。
キ
ー
ワ

ー
ド
は
今
年
も
三
つ
に
絞
り
、

「
採
用
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
強

化
」
「
高
付
加
価
値
化
（
２
年

連
続
）」「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
」

と
し
た
い
。

ま
ず
「
採
用
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
強
化
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

現
在
、
宿
泊
業
界
が
未
曽
有
の

人
手
不
足
で
あ
り
、
今
後
こ
の

こ
と
が
解
消
さ
れ
る
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
従

来
の「
待
ち
の
採
用
ス
タ
イ
ル
」

で
は
人
材
を
獲
得
で
き
ず
に
、

採
用
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動

と
捉
え
て
求
職
者
に
選
ば
れ
る

活
動
を
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
。詳

細
は
本
コ
ラ
ム
で
も
何
度

も
取
り
上
げ
た
の
で
割
愛
す
る

が
、
採
用
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な

い
限
り
は
人
材
の
獲
得
が
難
し

い
時
代
に
突
入
し
て
し
ま
っ

た
。続

い
て
「
高
付
加
価
値
化

（
２
年
連
続
）
」
で
あ
る
が
、

２
年
連
続
で
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
せ

る
ほ
ど
に
や
は
り
重
要
な
ワ
ー

ド
で
あ
る
。
来
年
度
も
観
光
庁

に
よ
る「
高
付
加
価
値
化
事
業
」

が
発
表
さ
れ
て
お
り
、

年
の

動
き
を
見
て
い
る
と
、
本
事
業

を
活
用
し
て
改
装
し
た
宿
と
そ

う
で
な
い
宿
と
で
は
商
品
力
に

大
き
な
差
が
生
ま
れ
そ
う
な
気

配
が
あ
る
。

昨
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が

値
上
が
り
を
し
た
こ
と
で
、
宿

泊
施
設
も
値
上
げ
を
断
行
し
て

い
る
が
、
や
は
り
そ
こ
に
価
値

が
伴
わ
な
い
と
お
客
さ
ま
の
評

価
は
厳
し
く
な
る
一
方
で
あ

る
。
確
か
な
付
加
価
値
を
付
与

で
き
た
宿
だ
け
が
値
上
げ
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

結
果
と
し
て
増
収
増
益
と
な
り

ス
タ
ッ
フ
へ
の
還
元
も
可
能
と

な
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
前

述
の
採
用
力
に
も
直
結
し
て
い

く
流
れ
と
な
る
。

最
後
は「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
」

で
あ
る
。
一
部
の
Ｏ
Ｔ
Ａ
か
ら

サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
登
録
項
目
の
依
頼

が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
最
近
非
常

に
活
発
化
し
た
印
象
で
あ
る
。

気
候
変
動
問
題
な
ど
人
類
全
体

で
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
さ
れ

て
お
り
、
政
府
も
「
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
す
る

な
ど
、
も
は
や
義
務
に
近
い
形

で
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
今

後
、
企
業
に
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
消
費
者
の
意
識
も
変

わ
り
つ
つ
あ
り
、
「
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
な
取
り
組
み
を
し
て
い

な
い
企
業
か
ら
は
物
を
買
わ
な

い
」
と
い
う
動
き
も
広
ま
っ
て

い
く
で
あ
ろ
う
。

本
格
的
な
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
迎
え
つ
つ
あ
る
が
、
人
手
不

足
や
物
価
上
昇
な
ど
新
た
な
課

題
が
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
課
題
に
対
し
て

の
な
す
べ
き
こ
と
は
明
白
な
の

で
一
つ
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
く

２
０
２
３
年
と
し
た
い
。

（
ア
ビ
リ
ブ
・
プ
ラ
イ
ム
コ
ン

セ
プ
ト
取
締
役

内
藤
英
賢
）

＝
隔
週
連
載

（９） 第３１５７号第３種郵便物認可２０２３年（令和５年）１月５日（木曜日）

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
２
３
年
の
景

気
見
通
し
に
対
す
る
企
業
の

意
識
調
査
を
行
っ
た
。
２
０

２
３
年
の
景
気
に
つ
い
て
、

「
回
復
局
面
」
を
見
込
む
企

業
は

・
５
％
で
、
前
年
調

査
（
２
０
２
２
年
見
通
し
）

か
ら

・
８
㌽
低
下
し
た
。

一
方
、
「
悪
化
局
面
」
を
見

込
む
企
業
は

・
７
㌽
増
の


・
３
％
と
、
お
よ
そ
４
社

に
１
社
が
悪
化
を
見
込
む
結

果
と
な
っ
た
。
景
気
へ
の
懸

念
材
料
は
「
原
油
・
素
材
価

格
（
の
上
昇
）
」
が
突
出
し

て
高
い
。

２
０
２
３
年
の
景
気
見
通

し
は
「
踊
り
場
局
面
」
が
最

も
多
く
、

・
１
％
。
悪
化

局
面
が
続
き
、
「
分
か
ら
な

い
」
が

・
１
％
。
回
復
局

面
は
最
も
回
答
が
少
な
か
っ

た
。回

復
局
面
の
回
答
は

年

に
６
・
８
％
と
前
年
（
９
・

１
％
）
か
ら
低
下
。
以
降
、


・
８
％
、

・
３
％
と
上

昇
を
続
け
た
が
、

年
は
再

び
低
下
し
た
。

企
業
か
ら
は
「
電
気
代
、

燃
料
代
の
高
騰
が
続
く
よ
う

で
あ
れ
ば
、
製
品
価
格
の
大

幅
な
値
上
げ
は
避
け
ら
れ
な

い
。
し
か
し
原
価
上
昇
分
の

全
て
を
価
格
に
反
映
で
き
る

わ
け
で
も
な
い
の
で
、
収
益

性
は
悪
化
す
る
一
方
だ
ろ

う
」
「
今
後
も
景
気
が
好
転

す
る
材
料
が
な
く
、
依
然
と

し
て
先
行
き
不
透
明
な
見
通

し
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
円
安
対

策
な
ど
、
大
き
な
社
会
不
安

が
払
し
ょ
く
さ
れ
れ
ば
好
転

し
て
い
く
よ
う
に
感
じ
る

が
、
そ
れ
に
は
相
当
な
時
間

が
必
要
」
な
ど
の
厳
し
い
声

が
聞
か
れ
る
。


年
の
景
気
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
懸
念
材
料
を
三
つ
ま

で
の
複
数
回
答
で
聞
く
と
、

「
原
油
・
素
材
価
格
（
の
上

昇
）
」
が

・
７
％
と
突
出

し
て
高
か
っ
た
。
た
だ
、
前

年
調
査
（

・
５
％
）
か
ら

は
低
下
し
た
。
以
下
、
「
為

替（
円
安
）」（

・
５
％
）、

「
物
価
上
昇（
イ
ン
フ
レ
）」

（

・
３
％
）
、
「
人
手
不

足
」
（

・
１
％
）
、
「
地

政
学
的
リ
ス
ク
」
（

・
５

％
）
、
「
感
染
症
に
よ
る
影

響
の
拡
大
」（

・
４
％
）、

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」
（

・
３
％
）
な
ど
。

景
気
回
復
に
必
要
な
政
策
は
（
複
数
回
答
）
、
「
原
材

料
不
足
や
価
格
高
騰
へ
の
対

策
」が

・
７
％
と
ト
ッ
プ
。

「
中
小
企
業
向
け
支
援
策
の

拡
充
」
（

・
３
％
）
、

「
感
染
症
の
収
束
」
（

・

８
％
）
、
「
個
人
消
費
の
拡

大
策
」
（

・
１
％
）
、

「
個
人
向
け
減
税
」
（

・

５
％
）
、
「
人
手
不
足
の
解

消
」
（

・
７
％
）
が
続
い

た
。調

査
は

月
、
全
国
の
企

業
２
万
６
９
５
３
社
に
実

施
。
１
万
１
５
１
０
社
か
ら

有
効
回
答
を
得
た
。

日
本
政
策
公
庫
は

月


日
付
で
全
国
１
５
２
支
店
に

「
観
光
業
（
飲
食
業
・
宿
泊

業
等
）
経
営
相
談
窓
口
」
を

設
置
し
た
。

中
小
、
小
規
模
事
業
者
の

融
資
や
返
済
に
関
す
る
相
談

に
対
応
す
る
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
「
交
流
を
創

造
し
挑
戦
し
続
け
る
、
多
様

性
あ
ふ
れ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
ブ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
新
た

な
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
を
図
る

た
め
、
４
月
か
ら
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ロ
ゴ
を
刷
新
す
る
＝
写

真
。
ロ
ゴ
の
改
定
は
１
９
８

８
年
以
来
、

年
ぶ
り
。

事
業
領
域
が
広
が
る
Ｊ
Ｔ

Ｂ
ブ
ラ
ン
ド
の
姿
を
認
知
し

て
も
ら
い
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
に
対
す
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
期
待
感
を
高
め
る
。

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新

に
よ
り
、
事
業
変
革
を
加
速

さ
せ
る
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ロ
ゴ
は
、

こ
れ
ま
で
の
２
色
表
示
か
ら

単
色
表
示
に
変
更
。
背
景
色

を

色
か
ら
選
択
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
、
多
様
で

可
能
性
の
あ
る
新
た
な
世
界

観
を
打
ち
出
し
て
い
く
。

「
背
景
の
カ
ラ
ー
は
産
官
学

の
お
客
さ
ま
や
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
、
社
員
で
あ
り
、
そ
れ

ら
の
背
景
が
な
い
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ

は
浮
か
び
上
が
ら
な
い
。
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
れ
ま
で

に
な
い
も
の
を
作
り
上
げ
て

い
く
と
い
う
思
い
を
込
め
て

い
る
」
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ロ
ゴ
刷
新

に
先
立
ち
、
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
第
１
弾
と
し
て

月

日
か
ら
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ

イ
ト
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
る
。

経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
２
０
２
２
年

月

の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

（
２
０
１
５
年
＝
１
０
０
）

は
、
宿
泊
業
が
前
月
比
１
・

７
％
増
の

・
７
。
こ
の
う

ち
旅
館
が
１
・
０
％
増
の


・
４
、
ホ
テ
ル
が
１
・
６
％

増
の
１
１
０
・
９
と
、
と
も

に
上
昇
し
た
。
第
３
次
産
業

全
体
は
０
・
２
％
増
の

・

９
と
２
カ
月
ぶ
り
に
上
昇
。

調
査
で
は
第
３
次
産
業
活
動

に
つ
い
て
「
総
じ
て
み
れ
ば

持
ち
直
し
傾
向
に
あ
る
」
と

し
た
。

調
査
は
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

第
３
次
産
業
の
生
産
活
動
を

総
合
的
に
捉
え
た
も
の
。

宿
泊
業
以
外
の
業
種
を
見

る
と
、
旅
行
業
が

・
３
％

増
の

・
４
。
こ
の
う
ち
国

内
旅
行
が

・
０
％
増
の


・
３
。
海
外
旅
行
が

・
６

％
増
の

・
６
。
外
人
旅
行

が
１
０
１
・
８
％
増
の

・

３
。遊

園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

が

・
７
％
増
の

・
３
。

航
空
旅
客
運
送
業
が
３
・
２

％
減
の

・
９
。
道
路
旅
客

運
送
業
が
１
・
０
％
増
の


・
８
。

こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
観
光

関
連
産
業
全
体
は
４
・
７
％

減
の

・
７
。

政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０

２
２
年

月
の
月
例
経
済
報

告
を
決
定
し
た
。
景
気
の
基

調
判
断
は
「
緩
や
か
に
持
ち

直
し
て
い
る
」
と
、
前
月
の

判
断
を
据
え
置
い
た
。
同
様

の
判
断
は
同
年
７
月
か
ら
６

カ
月
連
続
。

各
論
を
見
る
と
、
個
人
消

費
を
「
緩
や
か
に
持
ち
直
し

て
い
る
」
と
、
前
月
の
判
断

を
据
え
置
き
。
旅
行
に
つ
い

て
「
着
実
に
持
ち
直
し
て
い

る
」
と
す
る
も
、
外
食
は

「
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
テ

ン
ポ
が
緩
や
か
に
な
っ
て
い

る
」
と
し
た
。

設
備
投
資
は
「
持
ち
直
し

て
い
る
」
、
公
共
投
資
は

「
底
堅
く
推
移
し
て
い
る
」

と
、
前
月
の
判
断
を
据
え
置

き
。
生
産
は
「
持
ち
直
し
の

動
き
に
足
踏
み
が
見
ら
れ

る
」
と
、
前
月
の
「
持
ち
直

し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
」
か

ら
判
断
を
下
方
修
正
し
た
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年

に
１
０
０
周
年
、

周
年
な

ど
周
年
を
迎
え
る
企
業
は
全

国
に

万
２
９
１
９
社
。
業

種
別
で
は
建
設
業
が
３
万
９

７
９
０
社
で
全
体
の

・
８

％
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
３
万
６

７
１
１
社
で
同

・
７
％
と
、

二
つ
の
業
種
で
半
数
以
上
を

占
め
た
。

上
場
企
業
で
周
年
を
迎
え

る
企
業
は
３
３
３
社
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
酸

化
鉄
総
合
メ
ー
カ
ー
の
戸
田

工
業
が
２
０
０
周
年
。
ス
ー

パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
の
大
成
建

設
、
複
合
機
の
コ
ニ
カ
ミ
ノ

ル
タ
、
製
紙
業
界
最
大
手
の

王
子
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が

１
５
０
周
年
。
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
の
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
、

金
融
の
農
林
中
央
金
庫
、
鉄

関
連
専
門
商
社
の
ア
イ
・
テ

ッ
ク
、
石
川
県
と
富
山
県
に

百
貨
店
を
展
開
す
る
大
和
が

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ

の
ほ
ど
行
っ
た
「
物
価
高
倒

産
」
の
動
向
調
査
で
、
２
０

２
２
年

月
の
同
倒
産
は


件
判
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
月

間
最
多
だ
っ
た
同
年

月
の


件
を
上
回
り
、
５
カ
月
連

続
で
月
間
最
多
を
更
新
し

た
。
同
年
通
年
で
は
「
３
０

０
件
超
え
が
ほ
ぼ
確
実
」
と

同
社
。

物
価
高
倒
産
は
、
法
的
整

理
の
う
ち
、
原
油
や
燃
料
、

原
材
料
な
ど
の
仕
入
れ
価
格

高
騰
、
取
引
先
か
ら
の
値
下

げ
圧
力
な
ど
で
価
格
転
嫁
で

き
な
か
っ
た
値
上
げ
難
な
ど

に
よ
り
収
益
が
確
保
で
き
ず

に
倒
産
し
た
企
業
を
集
計
し

た
も
の
。


月
の

件
を
業
種
別
に

見
る
と
、
最
も
多
い
の
は
建

設
業
の
９
件
。
以
下
、
製
造

業
、
卸
売
業
の
各
８
件
。

業
種
詳
細
別
で
は
飲
食
料

品
小
売
（
５
件
）
、
運
輸
業

（
３
件
）
が
多
い
。
燃
料
高

や
食
品
の
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
た
業
種
が
続
い
て
い

る
。

２
０
２
２
年
１
～

月
の

累
計
（
２
７
２
件
）
で
は
、

建
設
業
と
製
造
業
の
２
業
種

で

件
を
超
え
て
い
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年

月
の

全
国
企
業
倒
産
（
負
債
１
千

万
円
以
上
の
法
的
整
理
）
は

５
７
０
件
で
、
７
カ
月
連
続

で
前
年
同
月
比
増
加
し
た
。

負
債
総
額
は
１
２
８
６
億
２

７
０
０
万
円
で
、

月
と
し

て
は
３
年
ぶ
り
に
１
千
億
円

を
超
え
た
。

件
数
は
前
年
同
月
比

・

８
％
増
加
、
前
月
比
４
・
０

％
減
少
。
負
債
総
額
は
前
年

同
月
比

・
８
％
、
前
月
比


・
５
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し

た
。件

数
を
８
の
業
種
別
に
見

る
と
、
全
て
が
前
年
同
月
を

上
回
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
が


・
０
％
増
の
１
４
０
件
と
、

９
カ
月
連
続
で
増
加
。
こ
の

う
ち
「
旅
館
、
そ
の
他
宿
泊

所
」
が
１
件
増
の
５
件
。




